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会
員
の
皆
さ
ま
及
び
国
保
連
合
会
事
務

局
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
こ

こ
に
会
報
「
ま
き
」
第
十
五
号
を
発
刊
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
も
研
修
会
の
開
催
・
県
内
福
祉
施
設
の
視
察
研

修
・
市
町
村
保
健
事
業
へ
の
協
力
等
々
、
充
実
し
た
一
年
と
な
り
ま
し

た
。
研
修
会
等
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
逐
次
出
席
さ
れ
た
方
に
寄

稿
し
て
い
た
だ
き
本
会
報
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
目
通
し
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
六
年
一
月
、
国
保
中
央
会
に
於
い
て
、「
都
道
府

県
在
宅
保
健
師
等
会
全
国
連
絡
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告
い

た
し
ま
す
。
国
保
中
央
会
常
務
理
事
、
全
国
連
絡
会
会
長
の
ご
挨
拶
の

後
、
講
演
が
三
題
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
一
「
国
の
保
健
・
医
療
・
介
護
施
策
の
動
向
」
講
師　

国
保
中

央
会
常
務
理
事　

飯
山
幸
雄
氏

　

わ
が
国
の
人
口
は
近
年
横
ば
い
で
あ
り
人
口
減
少
局
面
を
迎
え
て

い
る
。
二
千
六
十
年
に
は
、
総
人
口
が
九
千
万
人
を
割
り
込
み
高
齢
化

率
は
四
〇
％
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
国
保
の
被
保
険
者
数
も
減

少
傾
向
で
あ
り
、
市
町
村
国
保
の
決
算
状
況
は
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。「
国
民
の
健
康
・
栄
養
調
査
」
の
結
果
、
糖
尿
病
有
病
者
と
予

備
群
は
、
約
二
千
五
十
万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
特
定
健
康
診
査
受

診
率
の
向
上
を
推
進
す
る
と
と
も
に
保
健
指
導
の
徹
底
を
図
り
国
民

の
健
康
寿
命
延
伸
に
皆

様
の
力
を
期
待
し
た
い
。

　

講
演
二
「
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
を
は
じ

め
と
す
る
保
健
事
業
を

と
り
ま
く
状
況
」　

講
師

厚
生
労
働
省
総
務
課
医

療
費
適
正
化
対
策
推
進

室　

八
田
睦
美
氏

　

平
成
二
十
年
四
月
か
ら
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
が
、
医
療
保

険
者
に
義
務
付
け
ら
れ
た
。
二
十
四
年
度
市
町
村
国
保
の
健
診
受
診
率

は
三
三
・
七
％
、
保
健
指
導
実
施
率
は
二
三
・
二
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。

糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
現
役
時
代
か
ら
の

健
康
づ
く
り
対
策
の
推
進
を
は
か
る
上
で
、
特
定
健
診
受
診
率
の
向
上

と
と
も
に
、
保
健
指
導
の
徹
底
が
必
須
で
あ
る
。
国
民
の
健
康
寿
命
延

伸
に
保
健
師
等
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

　

講
演
三
「
高
齢
者
の
食
生
活
の
あ
り
方
」
講
師　

東
京
都
健
康
長
寿

医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
部
長　

新
開
省
二
氏

　

低
栄
養
対
策
と
し
て
は
、
高
齢
期
の
食
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
、

体
力
な
ど
の
身
体
機
能
の
維
持
・
改
善
、
咀
嚼
・
嚥
下
機
能
の
維
持
・

改
善
、
食
べ
や
す
い
調
理
の
工
夫
、
中
食
・
栄
養
食
品
・
介
護
食
の
上

手
な
利
用
等
の
セ
ル
フ
ケ
ア
能
力
の
向
上
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
困

難
に
な
り
が
ち
な
買
い
物
や
調
理
へ
の
サ
ポ
ー
ト
、
孤
食
を
解
消
し
会

食
の
機
会
づ
く
り
等
制
度
・
環
境
面
の
整
備
が
重
要
で
あ
る
。
健
康
づ

く
り
の
方
向
性
と
し
て
、
健
康
寿
命
の
延
伸
・
健
康
格
差
の
縮
小
、
要

介
護
状
態
の
予
防
ま
た
は
先
送
り
、
認
知
症
・
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
症
候
群
・

う
つ
・
閉
じ
こ
も
り
・
低
栄
養
な
ど
老
年
症
候
群
の
予
防
（
良
好
な
食
・

栄
養
・
身
体
活
動
・
体
力
増
進
・
社
会
参
加
や
社
会
的
紐
帯
を
重
視
）

等
の
対
策
が
重
要
で
あ
る
。

　

以
上
が
講
演
の
内
容
で
あ
り
ま
す
。

　
「
在
宅
保
健
師
」
の
活
動
の
位
置
づ
け
は
、
国
民
健
康
保
険
法
に
基

づ
く
保
健
事
業
の
実
施
等
に
関
す
る
指
針
の
第
五
条
に
、
国
保
連
合
会

は
保
健
事
業
の
実
施
体
制
が
不
十
分
な
保
険
者
に
対
す
る
在
宅
保
健

師
の
派
遣
等
を
行
い
、
保
健
事
業
を
支
援
す
る
と
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
益
々
私
た
ち
へ
の
期
待
が
大
き
く
か
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

プ
ロ
と
し
て
の
意
識
を
持
っ
て
社
会
貢
献
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

千
葉
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

事
業
課
長
の
岡
﨑
で
す
。

　

千
葉
県
在
宅
看
護
職
等
の
会
（
ま
き

の
会
）
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
、
国
保
連
合
会
の
保
健
事
業
に
対
し
ご
協
力
を
頂
き
ま
し

て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
活
動
に
つ
き
ま
し
て
も
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
踏
ま

え
住
民
の
健
康
保
持
・
増
進
の
た
め
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
国
に
お
い
て
は
医
療
提
供
体
制
・
介
護
保
険
制
度
改
革

を
推
進
す
る
た
め
、「
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な

確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
案
」

が
国
会
に
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
法
律
案
で
は
、
効
率
的
か
つ
質
の
高
い
医
療
提
供
体
制
を

構
築
す
る
と
と
も
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ

と
を
通
じ
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を

推
進
す
る
た
め
関
係
法
律
を
に
つ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
地
域
ケ
ア
に
携
わ
る
貴
会
会
員
の
果
た
す

役
割
は
、
年
々
重
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
皆
様
が
培
っ
て
こ
ら

れ
た
豊
富
な
知
識
、
経
験
は
、
本
会
の
保
健
事
業
を
始
め
と
す
る

健
康
増
進
政
策
に
、
大
い
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
切
に
願

っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
保
連
合
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

べ
く
、
保
健
情
報
の
提
供
や
ま
き
の
会
が
実
施
す
る
研
修
会
、
講

習
会
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
等
、
ま
き
の
会
の
趣
旨
に
沿
っ
た
支
援
を

行
っ
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

終
わ
り
に
、
市
町
村
を
始
め
保
健
事
業
関
係
者
か
ら
期
待
さ
れ
て

お
り
ま
す
ま
き
の
会
が
、
ま
す
ま
す
ご
活
躍
、
ご
発
展
す
る
こ
と

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
私
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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Ⅰ　
平
成
二
十
四
年
度
実
施
し
た
支
援
事
業
の
評
価

一　
動
機
付
け
支
援
六
か
月
後
の
評
価

　

平
成
二
十
四
年
度
は
御
宿
町
と
睦
沢
町
で
動
機
付
け
支

援
を
実
施
し
た

㈠
動
機
付
け
支
援
実
施
結
果
と
評
価

①
町
別
評
価
者
数
と
割
合
（
表
１
）　　　

評
価
の
方
法
は
、

御
宿
町
は
郵
送
に
よ

る
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式

で
未
返
送
者
に
は
電

話
に
よ
る
聞
き
取
り

で
、睦
沢
町
は
面
接
・

郵
送
に
よ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
方
式
だ
っ

た
。
二
町
平
均
の
評

価
率
は
八
六
・
〇
％

に
な
っ
て
い
る
。

②
年
齢
構
成

　

四
十
代
一
人
、
五

十
代
二
人 

六
十
～

六
十
四
才
八
人
、
六

十
五
～
六
十
九
才
二

十
一
人　

七
十
～
七

十
四
才
十
一
人
と
利

用
者
の
年
齢
は
高

く
、
四
三
人
の
う
ち
、
六
十
五
才
以
上
の
人
が
七
四
・
四
％

に
な
っ
て
い
る
。

③
生
活
習
慣
改
善
と
体
重
の
変
化
（
表
２
）

　

四
三
人
中
二
八
人
（
六
五
・
一
％
）
が
減
少
し
て
い
る
。

生
活
習
慣
改
善
し
た
人
は
二
〇
人
お
り
、
そ
の
う
ち
体
重

減
少
し
た
人
は
一
五
人
（
七
五
％
）
で
、
生
活
習
慣
変
化

な
し
か
悪
化
し
た
人
は
二
三
人
お
り
、
そ
の
う
ち
体
重
減

少
し
た
人
は
一
三
人
（
五
六
・
五
％
）
で
、
生
活
習
慣
改

善
を
促
す
保
健
指
導
が
重
要
で
あ
る
。

二　
電
話
に
よ
る
特
定
健
診
受
診
勧
奨
実
施
者
の
特
定
健

診
受
診
状
況
（
表
３
）

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
等

　
　
　
　
　
　
　
支
援
事
業
実
施
状
況

№

１

２

計

町　名

御宿町

睦沢町

２　町

初回面接者数（人）

15 （男 4・女11）

35 （男24・女11）

50 （男28・女22）

６か月後評価者数（人）

14 （男  3・女11）

29 （男 20・女 9）

43 （男 23・女20）

評価率（%）

93.3%

82.9%

86.0%

体 重 減（人）
変化なし（人）
体 重 増（人）

計

6
0
1
7

栄養のみ改善
（人）

0
0
1
1

運動のみ改善
（人）

9
1
2
12

両方改善
（人）

13
0
10
23

変化なしか悪化
（人）

28
1
14
43

計改善状況
体重変化

体重減

変化なし

体重増

生活習慣改善と体重の変化

15
10
5
0

6

栄養のみ
改善

運動のみ
改善

両方
改善

変化なしか
悪化

0 0 0 11

9

1 2

13

1

10

１

２

３

４

５

６

７

８

千葉市

勝浦市

市原市

八千代市

鎌ヶ谷市

八街市

白 子 町

大多喜町

455

584

676

395

472

598

388

626

4,194

316

374

300

234

321

433

251

309

2,538

139

210

376

161

151

165

137

317

1,656

69.5%

64.0%

44.4%

59.2%

68.0%

72.4%

64.7%

49.4%

60.5％

118

28

33

22

83

215

24

47

570

37.3％

7.5％

11.0％

9.4％

25.9％

49.7％

9.6％

15.2％

22.5％

市町名 受診勧奨対象者

計

電話件
数（Ａ）

不在
受診勧
奨件数
（Ｂ）

勧奨率
Ｂ/Ａ

Ｂのうち
受診者
数（Ｃ）

受診率
Ｃ／Ｂ

平成23年度未受診で、受診既往のある
62歳の人

平成23年度未受診で、50代・60代の人

平成22．23年度共に未受診で、42歳～
46歳男、47歳～ 49歳女性
平成23年度未受診で、40 ～ 74歳の
非課税世帯
平成23年度未受診で、40 ～ 74歳の
非課税世帯
平成23年度未受診で、55才以上70才
未満の人

平成23年度未受診者、年齢は特定せず

平成23年度未受診で、60 ～ 64歳の人

（表１）

（表２）

（表３）

（図１）
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留
守
番
電
話
を
含
め
対
象
者
に
繋
が
っ
た
勧
奨
率
は
、

千
葉
市
が
一
番
高
く
、
一
番
低
い
の
は
市
原
市
で
あ
る
。

勧
奨
率
の
高
さ
は
、
対
象
者
の
選
定
に
よ
っ
て
も
違
っ
て

く
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
千
葉
市
の
勧
奨
率
が
高
く
な
っ

た
要
因
の
一
つ
は
、
受
診
既
往
が
あ
る
者
を
対
象
に
し
た

こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

三　
電
話
に
よ
る
特
定
保
健
指
導
利
用
勧
奨
等
実
施
者
の

動
機
付
け
支
援
利
用
状
況
（
図
２
）

　

八
三
一
人
に
電
話
し
五
四
〇
人
に
繋
が
っ
て
い
る
。
繋

が
っ
た
割
合
は
四
九
・
二
％
か
ら
八
二
・
九
％
と
市
町
に

よ
り
大
き
な
開
き
が
あ
り
、
電
話
が
繋
が
り
特
定
保
健
指

導
を
利
用
し
た
割
合
も
七
・
三
％
か
ら
四
九
・
一
％
と
大

き
な
開
き
が
あ
る
。
勧
奨
率
が
低
い
市
は
利
用
率
も
低
く

な
っ
て
い
る
。

四　
受
診
勧
奨
判
定
値
の
者
へ
の
受
診
勧
奨
実
施
者
の
受

診
状
況

　

受
診
勧
奨
は
、
印
西
市
と
長
南
町
で
実
施
し
て
お
り
、

実
施
方
法
に
違
い
が
あ
る
た
め
（
電
話
と
面
接
）、
一
概

に
比
較
で
き
な
い
が
、
長
南
町
は
二
九
人
に
面
接
し
二
一

人
が
受
診
し
、
印
西
市
は
七
四
人
に
電
話
に
よ
る
利
用
勧

奨
を
し
、
そ
の
う
ち
一
七
人
が
受
診
し
て
い
る
。

Ⅱ　
平
成
二
十
五
年
度
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
等
支

援
事
業
実
施
状
況

　

在
看
会
員
一
六
人
と
国
保
連
合
会
保
健
師
で
、
二
〇
市

町
へ
延
べ
九
七
回
（
八
三
日
）
支
援
を
行
っ
た
。

一　
支
援
内
容

㈠
特
定
健
診
未
受
診
者
へ
の
受
診
勧
奨　

八
市
町

　
（
市
原
市　

八
千
代
市　

栄
町　

九
十
九
里
町　

白
子
町

　

勝
浦
市　

大
多
喜
町　

御
宿
町
）

㈡
特
定
保
健
指
導
の
利
用
勧
奨
及
び
未
利
用
者
の
指
導

　

五
市
町
（
八
街
市 

富
里
市 

多
古
町 

旭
市 

東
金
市
）

㈢
動
機
付
け
支
援
に
お
け
る
初
回
面
接　

三
市
町

　
（
習
志
野
市　

白
井
市　

睦
沢
町
）

㈣
特
定
健
診
未
受
診
者
へ
の
受
診
勧
奨
・
特
定
保
健
指
導

の
利
用
勧
奨
及
び
未
利
用
者
の
指
導　

一
市

　
（
大
網
白
里
市
）

㈤
受
診
勧
奨
判
定
値
の
者
へ
の
受
診
勧
奨
・
特
定
保
健
指

導
の
利
用
勧
奨
及
び
未
利
用
者
の
指
導　

二
市
町

　
（
長
南
町
）（
印
西
市
）

㈥
健
診
結
果
説
明
会
で
の
希
望
者
へ
の
保
健
指
導　

一
市

　
（
木
更
津
市
）

二　
支
援
市
町
数
年
度
推
移（
主
な
依
頼
内
容
別
）（
図
３
）

・
支
援
希
望
市
町
は
年
度
毎
に
増
え
て
お
り
、
平
成
二
十

一
年
度
七
市
町
だ
っ
た
の
が
、
二
十
五
年
度
は
二
〇
市

町
と
三
倍
近
く
増
え
て
い
る
。
支
援
内
容
は
、
当
初
、

動
機
づ
け
支
援
が
多
か
っ
た
が
、
徐
々
に
未
受
診
へ
の

受
診
勧
奨
や
特
定
保
健
指
導
未
利
用
者
勧
奨
が
増
え
て

い
る
。

市町別特定保健指導利用勧奨率

100％

80％

60％

40％

20％

0％

勧奨率

利用率

旭市 富里市 印西市 多古町 袖ヶ浦市

主な依頼内容の年度推移

依
頼
市
町
数

20

10

0
H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度

6

1

7 4 2 3

7

8

5

8

1

3
4

1

21
1

1
1

その他
受診勧奨判定値者への受診勧奨
未受信者への受診勧奨

特定保健指導利用勧奨
動機付け支援初回面接

（図２）

（図３）
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木
更
津
市
の
保
健
指
導
支
援

事
業
に
九
・
十
・
十
一
月
に
そ

れ
ぞ
れ
一
回
ず
つ
、
計
三
回
参

加
し
ま
し
た
。

　

木
更
津
市
は
人
口
が
約
十
三
万
人
余
り
の
市
で
す

が
、
最
近
は
増
加
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。

　

特
定
健
診
の
受
診
勧
奨
は
、
委
託
業
者
に
依
頼
し
て

い
る
と
の
事
で
す
が
、
受
診
率
は
低
く
保
健
師
も
対
策

に
苦
慮
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

集
団
健
診
の
結
果
説
明
会
は
日
曜
日
に
行
わ
れ
、
健

診
結
果
か
ら
積
極
的
支
援
・
動
機
づ
け
支
援
・
情
報
提

供
な
ど
、
何
ら
か
の
フ
オ
ロ
ー
が
必
要
な
対
象
者
に
、

日
時
を
指
定
し
て
来
所
し
て
も
ら
い
結
果
説
明
と
保
健

指
導
を
し
ま
し
た
。

　

来
所
者
は
支
援
内
容
別
に
三
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら

れ
、
①
特
定
保
健
指
導
（
グ
ル
ー
プ
指
導
）
対
象
者
は

委
託
業
者
が
担
当
、
②
重
症
化
予
防
対
象
者
は
市
の
保

健
師
が
個
別
相
談
を
実
施
、
③
情
報
提
供
者
は
市
の
保

健
師
に
よ
る
集
団
で
の
結
果
説
明
を
し
ま
し
た
。
私
達

会
員
は
、
受
付
で
来
所
者
が
ど
の
支
援
グ
ル
ー
プ
に
該

当
す
る
か
を
確
認
し
、
そ
れ
ぞ
れ
資
料
を
渡
し
該
当
す

る
部
屋
に
案
内
す
る
事
と
、
集
団
で
情
報
提
供
を
受
け

た
人
の
う
ち
、
希
望
者
に
結
果
説
明
お
よ
び
保
健
指
導

を
し
ま
し
た
。

　

結
果
説
明
会
の
来
所
者
は
、
通
知
し
た
人
の
う
ち
四

六
％
が
来
所
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
は
、
保
健

指
導
を
お
こ
な
っ
た
市
民
会
館
が
、
交
通
機
関
の
少
な

い
不
便
な
場
所
で
あ
り
、
来
所
が
難
し
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
来
所
し
な
か
っ
た
人
に
は
、

訪
問
ま
た
は
郵
送
で
結
果
を
渡
し
て
い
る
と
の
事
で

す
。

　

今
回
の
支
援
事
業
に
参
加
し
て
感
じ
た
事
で
す
が
、

保
健
指
導
の
通
知
を
夫
婦
で
受
け
た
場
合
、
妻
が
来
所

し
て
夫
の
分
の
説
明
も
聞
い
て
資
料
を
貰
っ
て
い
く
と

い
う
人
が
多
く
あ
り
、
ま
た
健
診
の
受
診
率
も
女
性
の

方
が
や
や
高
い
よ
う
に
み
ら
れ
、
女
性
は
男
性
よ
り
健

康
に
関
心
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
、
何
ケ
所
か
の
市
町
村
の
支
援
事
業
に
参
加

し
て
来
ま
し
た
が
、
各
市
町
村
の
担
当
者
は
、
そ
れ
ぞ

れ
努
力
工
夫
し
て
特
定
健
診
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

様
子
を
感
じ
取
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

木
更
津
市
か
ら
は
、
今
回
は
じ
め
て
依
頼
さ
れ
支
援

し
ま
し
た
。
最
後
の
日
に
、
来
年
も
支
援
を
依
頼
し
た

い
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

在
宅
看
護
職
等
の
会
会
員
と
し
て
、
今
年
度
は
じ
め

て
特
定
保
健
指
導
支
援
事
業
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
長
く
産
業
保
健
畑
で
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た

の
で
、
当
初
は
保
健
指
導
対
象
者
の
年
齢
層
や
背
景
な

ど
の
違
い
に
戸
惑
い
ま
し
た
が
、「
相
手
は
人
間
」
と

い
う
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
面
接
が
始
ま
る
と
比
較

的
ス
ム
ー
ズ
に
話
が
で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
面

接
し
た
方
々
の
大
半
は
、
六
十
歳
以
上
の
定
年
退
職
後

の
男
性
と
、
親
の
介
護
や
孫
の
面
倒
な
ど
家
族
の
世
話

を
し
て
い
る
女
性
で
し
た
。
こ
の
年
代
の
男
性
方
は
、

会
社
勤
め
の
頃
よ
り
健
康
的
で
運
動
習
慣
の
あ
る
方
が

多
く
、
そ
れ
に
比
べ
て
、
女
性
は
家
事
に
忙
し
く
家
族

優
先
の
た
め
、
自
分
の
時
間
が
な
か
な
か
取
れ
な
い
様

子
で
し
た
。

　

二
十
分
～
三
十
分
の
面
接
時
間
内
で
減
量
の
た
め
の

目
標
を
設
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
半
年
後
の
成

果
は
ど
う
か
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

特
定
健
診
特
定
保
健
指
導
等

　
　
　
　
　
　
支
援
事
業
に
参
加
し
て

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
等

　
　
　
　
　
　
支
援
事
業
に
参
加
し
て

井　

野　

臣　

子

加　

納　

千
香
子

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
等
支
援
事
業
に

参
加
し
た
会
員
の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

習志野市にて動機付け支援（グループ支援）を行う筆者（左奥）
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研
修
を
終
え
て

　

高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
日
常
生
活
全
て
が
リ
ハ
ビ
リ

に
つ
な
が
り
、
手
の
指
を
動
か
し
て
み
る
と
、
日
頃
の

運
動
不
足
か
ど
う

か
の
指
標
と
な
る

と
の
事
で
し
た
。

手
指
の
運
動
や
タ

オ
ル
を
使
用
し
た

体
操
、
炭
坑
節
の

踊
り
、
お
腹
か
ら

出
す
大
き
な
声
で

の
歌
な
ど
実
技
が

多
く
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

（
清
水　
壽
江
記
）

　
平
成
二
十
五
年
五
月
十
四
日
（
火
）
千
葉
県
国
保
会

館
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
業
務
研
修
会
に
参
加
し
ま
し

た
の
で
、
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
講
師　
国
際
武
道
大
学　
大
学
院
研
究
科
長

　
　
中
島　
一
郎
氏　

　
心
も
体
も
喜
ぶ
（
＝
気
持
ち
の
よ
い
）

　
体
に
や
さ
し
い
健
康
運
動
の
ポ
イ
ン
ト

一　

痛
み
は
筋
肉
の
悲

鳴
。
苦
し
い
、
つ
ら
い

は
体
の
危
険
信
号
。
体

に
や
さ
し
く
気
持
ち
の

よ
い
運
動
で
心
と
体
に

喜
び
の
汗
（
快
汗
）
を

か
き
ま
し
ょ
う
。

二　

で
き
る
、
で
き
な
い
で
は
な
く
ど
れ
だ
け
気
持
ち

よ
く
運
動
を
楽
し
め
た
か
を
一
番
大
切
に
し
ま
し
ょ

う
。

三　

全
く
で
き
な
い
動
き
や
動
作
は
、
そ
れ
に
近
い
動

き
や
動
作
を
探
り
つ
つ
自
分
の
体
の
新
た
な
可
能
性

を
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

四　

う
ま
く
で
き
な
い
、
苦
手
な
動
き
や
動
作
は
焦
ら

ず
、
ゆ
っ
く
り
、
丁
寧
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
も
し
、

少
し
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
ス
ピ
ー
ド
や
大

き
さ
を
上
げ
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

五　

運
動
を
楽
し
み
、
長
続
き
さ
せ
る
決
め
手
は
、
仲

間
、
共
に
運
動
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
心
と
体

の
気
持
ち
よ
さ
を
競
い
合
い
ま
し
ょ
う
。

「
い
つ
ま
で
も
動
け
る
身
体
づ
く
り
の

理
論
と
実
際
」

～
心
も
は
ず
む
身
体
に
や
さ
し
い
健
康
体
操
～

房総リフレッシュ体操１（月の砂漠）
振付：中島一郎（国際武道大学）

演奏：鈴木由紀
挿絵：野中由美（鋸南町）

前台詞：さぁ、心も体も生き生き爽やか「房総リフレッシュ体操」を行いましょう！

　　　　まずはじめは、南房総は御宿の地で生まれた童謡「月の砂漠」の美しいメロディに合わせ、気持ちよくストレッチを行い

　　　　ましょう。歌を口ずさみながら行うと効果倍増です！

♪前  奏♪

それでは前奏に合わせ肩を気持ち

よく、ゆっくり回しましょう。

後ろから…前…後ろ…前

♪月の砂漠を♪

左手を上に伸ばしましょう

（指先までしっかりと）

♪はるばると♪

次は右手を加えます

♪旅のラクダが行きました♪

手を組み、手のひらを上に向け

さらに気持ちよく伸ばしましょう

（その手を頭の後ろに下ろし）

♪金と銀とのくら置いて♪

体を左に傾けましょう…

（ゆっくりもどし）

♪ふたつならんで行きました♪

次は右です…

（気持ちよくもどしましょう）

♪間  奏♪

手を下ろしもう一度肩をまわして

ほぐしましょう。

後ろから…前…後ろ…前

♪金の鞍（くら）には銀のかめ♪

両手を組んで前に伸ばしましょう

…あごをひいて下を向きます…

（体を起こしましょう）

♪銀の鞍（くら）には金のかめ♪

肩を後ろにひいて胸をひろげましょう…

（ゆっくりもどします）

♪ふたつのかめは　それぞれに♪

左後ろに体をひねりましょう…

（ゆっくりもどし）

♪ひもでむすんで　ありました♪

右後ろです

♪後  奏♪

最後は気持ちよく首回しです…

ゆっくり大きく左回し…

右回し…左回し…右回し…

これも健康づくりの立派な運動‼日常生活の工夫
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平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
七
日
（
土
）
千
葉
県
国
保

会
館
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
業
務
研
修
会
に
参
加
し
ま

し
た
の
で
、
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
講
師　
海
上
寮
療
養
所　
精
神
科
医上

野　
秀
樹
氏　

認
知
症
と
は

　
「
認
知
症
」
と
は
病
名

で
は
な
く
あ
る
状
態
」
の

こ
と
で
あ
る
。

認
知
症
の
原
因
疾
患　

　

認
知
症
を
呈
す
る
疾
患
は
七
〇
種
類
く
ら
い
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
全
体
の
約
八
〇
％
は
次
の

三
大
認
知
症
で
占
め
る
。

①
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
：
約
五
〇
％

　

脳
に
老
人
斑
、
神
経
細
胞
に
神
経
原
線
維
変
化
と
い

う
異
常
な
物
質
が
溜
ま
っ
て
し
ま
い
、
神
経
細
胞
が
死

ん
で
し
ま
う
病
気
で
、
物
忘
れ
か
ら
始
ま
り
、
ゆ
っ
く

り
と
進
行
す
る
。
最
後
は
高
度
の
認
知
症
と
な
り
寝
た

き
り
で
死
に
至
る
。

②
脳
血
管
性
認
知
症
：
約
二
〇
％

　

脳
卒
中
（
脳
梗
塞
や
脳
出
血
等
）
に
よ
り
脳
神
経
細

胞
が
死
滅
し
、
認
知
障
害
を
生
じ
る
。
脳
梗
塞
は
、
ラ

ク
ナ
梗
塞
・

ア
テ
ロ
ー
ム

血
栓
性
梗

塞
・
心
原
性

脳
塞
栓
に
分

類
さ
れ
る
。

脳
卒
中
発
作

後
に
認
知
症

が
急
激
に
発

病
し
、
発
作

ご
と
に
段
階

的
に
悪
化
す

る
の
が
特
徴

で
あ
る
。
脳

梗
塞
の
原
因

は
動
脈
硬
化
を
発
生
進
展
さ
せ
る
高
血
圧
、
脂
質
異
常

症
、
糖
尿
病
な
ど
生
活
習
慣
病
が
主
因
で
あ
る
。
な
お
、

心
原
性
脳
塞
栓
は
、
心
臓
に
で
き
た
血
栓
が
血
液
循
環

で
脳
ま
で
運
ば
れ
、
脳
の
太
い
血
管
を
詰
ま
ら
せ
る
も

の
で
、
原
因
と
し
て
最
も
多
い
の
は
不
整
脈
の
一
つ
で

あ
る
心
房
細
動
が
あ
る
。

③
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
：
約
一
〇
％

　

大
脳
皮
質
の
神
経
細
胞
の
中
に
「
レ
ビ
ー
小
体
」
と

い
う
異
常
な
物
質
が
溜
ま
っ
て
、
神
経
細
胞
が
死
ん
で

し
ま
い
、
初
期
に
幻
覚(

色
鮮
や
か
な
幻
視
）
や
妄
想
、

そ
の
う
ち
に
認
知
機
能
の
障
害
と
な
り
、
さ
ら
に
体
が

硬
く
な
る
・
動
作
が
遅
く
な
る
・
小
ま
た
で
歩
く
等
の

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
似
た
運
動
障
害
が
出
現
し
て
く

る
。
特
徴
は
抗
精
神
病
薬
に
対
す
る
感
受
性
の
亢
進
や
、

レ
ム
睡
眠
行
動
障
害
と
呼
ば
れ
、
睡
眠
中
に
突
然
叫
ん

だ
り
身
体
を
動
か
し
た
り
暴
れ
出
し
た
り
す
る
人
も
い

る
。

記
憶
障
害

　

記
憶
と
は
、
新
し
い
出
来
事
を
記
憶（
記
銘
）し
、
そ

れ
を
（
保
持
）
し
、
あ
と
で
思
い
出
す（
想
起
）の
三
段

階
と
な
っ
て

い
る
。
加
齢

に
よ
る
物
忘

れ
と
病
的
な

物
忘
れ
の
違

い
は
、
忘
れ

た
こ
と
自
体

を
自
覚
せ

ず
、
出
来
事

の
全
部
が
抜

け
落
ち
て
し

ま
い
、日
常

生
活
に
支
障

を
来
た
す
状

況
は
病
的
と

言
え
る
。

「
認
知
症
の
診
断
・
治
療
・
予
防
の
最

新
知
識
」

～
認
知
症
に
な
っ
て
も

　
　
　
　
　
　
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
に
は
～

認 知 症 と は認 知 症 と は
正常なレベルまで発達した
知能が、正常レベル以下に
まで低下し、社会生活に支
障を来すようになった状態

正常

認知症

精神発達遅滞

正 

常

異 

常

知 

的 

機 

能

年  齢

脳卒中

血管が詰まる！ 血管が裂ける！

脳梗塞

ラクナ
梗塞

アテローム
血栓性梗塞

心原性
脳塞栓

脳出血 くも膜下出血

日本醫事新報．No4074（2002年５月25日）

記憶の帯

「認知症によるもの忘れ」と
「加齢によるもの忘れ」の違い
「認知症によるもの忘れ」と
「加齢によるもの忘れ」の違い

認知症によるもの忘れ

加齢によるもの忘れ

体験の流れ

体験の流れ

記憶の帯

抜け落ちる

健康なもの忘れ

JAAD JAAD 
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講
師　
千
葉
県
健
康
福
祉
部
高
齢
者
福
祉
課

　
　
　
　
在
宅
福
祉
推
進
室　
主
査　
川
崎　
由
紀
氏

急
速
な
高
齢
化
の
進
行

　

平
成
二
十
二
年
の
国
勢

調
査
結
果
に
よ
る
と
我
が

国
の
高
齢
化
率
は
二
三
・

〇
％
で
、
欧
米
の
先
進
国

に
比
べ
急
速
に
高
齢
化
が

進
行
し
て
い
る
。
千
葉
県

の
高
齢
化
率
は
二
一
・
五
％
で
あ
り
、
低
い
方
か
ら
全

国
七
番
目
と
な
っ
て
い
る
が
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
率

は
埼
玉
県
に
次
ぎ
全
国
二
番
目
で
あ
る
。
千
葉
県
の
平

成
四
十
七
年
に
お
け
る
高
齢
化
率
は
三
五
％
、
そ
の
内
、

後
期
高
齢
者
が
二
〇
・
三
％
に
な
る
と
推
計
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
い
る
世
帯
は
独
居
又
は
夫
婦
の
み

が
五
〇
％
を
占
め
て
い
る
。

　

厚
労
省
の
資
料
に
よ
る
と
、
後
期
高
齢
者
の
要
介
護

認
定
率
は
前
期
高
齢
者
の
約
六
倍
で
あ
り
、
要
介
護
四

又
は
五
の
認
定
者
の
八
三
％
は
後
期
高
齢
者
で
あ
る
。

認
知
症
高
齢
者
の
増
加

　

筑
波
大
学
朝
田
教
授
の
推
計
に
よ
る
と
、
都
市
部
の

認
知
症
の
有
病
率
は
一
五
％
、
有
病
者
は
四
三
九
万
人
、

正
常
と
認
知
症
の
間
に
あ
る
者
は
三
八
〇
万
人
と
な
っ

て
い
る
。

　

認
知
症
高
齢
者
の
増
加
は
、
本
人
や
家
族
を
取
り
巻

く
地
域
・
医
療
・
介
護
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
等
に
さ
ま
ざ

「
千
葉
県
に
お
け
る
認
知
症
対
策
と

　
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
地
域
活
動
」

早
期
対
応
の
重
要
性

　
「
あ
れ
っ
、
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
と
き
に
大
切

な
こ
と
は
「
治
療
可
能
な
認
知
症
」
を
見
逃
さ
な
い
と

い
う
こ
と
。
他
に
治
療
法
の
あ
る
認
知
症
を
呈
す
る
疾

患
〈
治
療
可
能
な
認
知
症
〉
で
は
、
ま
だ
神
経
細
胞
が

死
ん
で
い
な
い
の
で
適
切
な
治
療
を
行
え
ば
健
康
な
状

態
に
戻
れ

る
。し
か
し
、

そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と

治
療
可
能
な

認
知
症
で
も

神
経
細
胞
が

死
ん
で
し
ま

う
こ
と
が
あ

る
の
で
、
き

ち
ん
と
診
断

し
、
早
め
の

治
療
が
大
切

で
あ
る
。

今
後
の
目
標

　

か
つ
て
、
認
知
症
は
何
も
わ
か
ら
な
く
な
る
病
気
と

考
え
、
徘
徊
や
大
声
を
出
す
等
の
症
状
だ
け
に
目
を
向

け
、
認
知
症
の
人
の
訴
え
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
ど
こ

ろ
か
、
多
く
の
場
合
不
当
な
扱
い
を
し
て
き
た
。
認
知

症
の
方
は
、
思
い
出
せ
な
い
、
買
い
物
や
調
理
が
で
き

な
い
、
仕
事
の
失
敗
の
連
続
で
自
尊
心
が
喪
失
し
混
乱

を
抱
え
て
い
る
。
ま
た
近
年
の
電
化
製
品
の
進
化
で
う

ま
く
使
う
こ
と
が
出
来
ず
、
現
実
の
世
界
に
つ
い
て
い

け
な
い
状
況
に
戸
惑
い
、
焦
燥
、
恐
怖
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
周
り
の
人
か
ら
は
話
も
聞
い
て
く
れ
ず
無
視

さ
れ
、
自
分
だ
け
蚊
帳
の
外
で
自
分
の
こ
と
を
周
り
が

決
め
て
し
ま
う
と
い
う
疎
外
体
験
を
す
る
よ
う
に
な

る
。
大
声
を
あ
げ
る
・
人
を
た
た
く
・
徘
徊
す
る
等
の

周
辺
症
状
に
は
必
ず
原
因
が
あ
り
、
適
切
な
介
護
を
す

れ
ば
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
る
。
言
葉
で
う
ま
く

伝
え
ら
れ
な
い
人
も
い
る
の
で
、
顔
つ
き
で
判
断
し
た

り
す
る
等
し
て
、
本
人
の
ニ
ー
ズ
に
耳
を
傾
け
て
か
ら

支
援
ま
た
は
介
護
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

認
知
症
施
策
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
認
知
症
を
正

し
く
理
解
し
、
よ
り
よ
い
ケ
ア
と
医
療
が
提
供
で
き
る

よ
う
、
努
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
認
知
症
の
人
は
精

神
病
院
や
施
設
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
考
え

方
を
改
め
、
本
人
の
意
思
（
自
己
決
定
権
）
を
尊
重
し
、

で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
の
よ
い
環
境
で
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
及
び
身
近
型
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
の
設
置
が
必
要
と
さ
れ
る
。

研
修
を
終
え
て

　

現
状
の
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
自
分
の
周
辺
の
人

達
（
両
親
、叔
父
伯
母
、近
所
の
人
）
と
、ど
う
向
き
合
っ

て
行
っ
た
ら
よ
い
か
を
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
り
、

ま
ず
は
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
解
釈
す
る

観
察
能
力
を
高
め
、
出
来
る
こ
と
は
何
か
を
見
出
し
て

行
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
将
来
の
自
分
が
ど
う

扱
わ
れ
る
か
、
ど
う
扱
っ
て
も
ら
い
た
い
の
か
を
き
ち

ん
と
想
定
し
、
高
齢
化
対
策
を
社
会
全
体
で
構
築
し
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
、
改
め
て
思
い
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
野　
敏
江
記
）

認知症を呈する疾患認知症を呈する疾患
JAAD JAAD 

◉ 変性疾患

◉ 脳血管障害
◉ 感染症
◉ 腫瘍
◉ その他
　 中枢神経疾患
◉ 外傷
◉ 髄液循環障害
◉ 内分泌障害
◉ 中毒、栄養障害

：アルツハイマー型認知症、レビー小体型認知症、
　前頭側頭葉変性症、大脳皮質基底核変性症、
　進行性核上性麻痺、など
：脳血管性認知症
：脳炎、進行麻痺、エイズ脳症、プリオン病、など
：脳腫瘍

：神経ベーチェット、多発性硬化症など
：慢性硬膜下血腫
：正常圧水頭症
：甲状腺機能低下症、副甲状腺機能亢進症、など
：アルコール中毒、ビタミンB₁₂欠乏など
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ま
な
困
難
な
状
況
を
も
た
ら
し
て
い
る
。（
ス
ラ
イ
ド

16
参
照
）

認
知
症
対
策
の
推
進

　

平
成
二
十
四
年
六
月
厚
労
省
よ
り
報
告
書
「
今
後
の

認
知
症
施
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
」
が
発
表
さ
れ
た
。

　
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
本
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、

で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
の
よ
い
環
境
で
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
」
の
実
現
を
め
ざ
し
た
画

期
的
な
内
容
で
あ
る
。
認
知
症
を
「
障
害
」
と
捉
え
、

国
際
的
な
障
害
者
政
策
の
流
れ
に
合
致
し
、
認
知
症
の

人
の
地
域
生
活
や
自
己
決
定
を
支
援
す
る
方
向
に
大
き

く
舵
を
切
っ
た
も
の
で
あ
る
。
同
年
九
月
「
認
知
症
施

策
推
進
五
か
年
計
画
（
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）」
が
発
表

さ
れ
、
具
体

化
に
向
け
た

計
画
が
示
さ

れ
た
。（
ス

ラ
イ
ド
17
参

照
）

　
「
認
知
症

ケ
ア
パ
ス
」

は
、
施
設
や

精
神
科
病
院

に
偏
重
す
る

こ
と
な
く
、

地
域
で
の
生

活
継
続
を
基

本
に
、
状
態

に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
可
能
に
し
て
い
く

も
の
で
あ
る
。

　
「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
等
に
配
置
さ
れ
た
「
認
知
症
専
門
家

チ
ー
ム
」
で
初
期
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
十
分
行
い
、
地

域
で
の
生
活
を
最
大
限
継
続
で
き
る
よ
う
調
整
す
る
役

割
を
担
う
。

千
葉
県
の
認
知
症
対
策

　

平
成
二
十
四
～
二
十
六
年
度
の
千
葉
県
保
健
福
祉
計

画
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
認
知
症
関
連
施
策
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。（
ス
ラ
イ
ド
19
参
照
）

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
や
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
の
養
成

等
に
よ
り
認
知
症
の
普
及
啓
発
を
推
進
し
て
お
り
、
医

療
・
介
護
・
福
祉
の
連
携
に
関
す
る
検
討
や
専
門
職
の

養
成
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
七
年

度
ま
で
に
認

知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー

を
現
在
の
三

か
所
か
ら
二

次
保
健
医
療

圏
に
一
か
所

以
上
指
定
す

る
計
画
を
進

め
て
い
る
。

研
修
を
終
え
て

　

高
齢
化
の
急
速
な
進
行
に
伴
い
、
認
知
症
高
齢
者
の

推
計
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。

　

今
後
、
認
知
症
対
策
が
更
に
強
化
さ
れ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。
増
大
す
る
認
知
症
高
齢
者
へ
果
た
し
て
対

応
し
き
れ
る
か
不
安
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症
に
な
ら
な

い
よ
う
予
防
す
る
か
、
可
能
な
限
り
発
症
を
遅
ら
せ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

折
し
も
本
研
修
会
の
開
催
前
に
、
糖
尿
病
と
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
の
関
連
に
つ
い
て
の
研
究
が
新
聞
で
報
道

さ
れ
ま
し
た
。

　

認
知
症
予
防
に
つ
い
て
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
対

策
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
、
良
い
生
活
習
慣
の
実

践
を
心
掛
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
磯
野　
幸
子
記
）

16   認知症　診療・ケアの現状

17

19

「認知症施策推進５か年計画（オレンジプラン）」

  認知症対策の推進

（平成25年度から29年度までの計画）
１．標準的な認知症ケアパスの作成・普及 
　　「認知症ケアパス」（状態に応じた適切なサービス提供の
　　流れ）の作成・普及
２．早期診断・早期対応 
　　「認知症初期集中支援チーム」の設置
３．地域での生活を支える医療サービスの構築
４．地域での生活を支える介護サービスの構築
５．地域での日常生活・家族の支援の強化
６．若年性認知症施策の強化
７．医療・介護サービスを担う人材の育成

１　認知症に対する正しい理解の普及・啓発
２　認知症予防の推進
３　早期診断と適切な医療・介護サービスの提供
　体制の整備
４　本人と介護家族への相談支援体制の整備・充実
５　認知症ケアに携わる人材の養成・資質向上
６　若年性認知症対策の推進

※「権利擁護の推進」は「互いに見守り支え合う地域づくり
の推進」へ
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平
成
二
十
五
年
十
月
十
一
日
午
後
一
時
か
ら
、
旭
市

内
に
あ
る
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
友
の
家
」
の
視

察
研
修
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
現
地
集
合
と
の
事
、
自
宅
近
く
の
駅
か
ら
友

達
の
車
に
便
乗
さ
せ
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
途
中
乗
車
し

た
会
員
と
計
三
人
で
向
か
い
ま
し
た
。
お
互
い
が
比
較

的
近
く
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
知
り
、
早
速
会
話
の
距

離
も
近
く
な
り
ま
し
た
。
話
に
花
を
咲
か
せ
な
が
ら
楽

し
く
現
地
に
到
着
し
た
が
、
こ
の
時
間
が
大
変
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

　

到
着
後
は
、
会
議
室
で
「
友
の
家
」
の
白
石
正
和
所

長
か
ら
、
全
体
的
な
説
明
を
受
け
ま
し
た
が
、
説
明
に

先
立
ち
、
寺

牛
良
子
会
長

か
ら
、
業
務

多
忙
の
な
か

視
察
研
修
を

受
け
入
れ
て

く
だ
さ
っ
た

事
や
「
友
の

家
」
の
経
営

主
体
で
あ
る

社
会
福
祉
法

人
「
ロ
ザ
リ

オ
の
聖
母

会
」
の
関
連

に
つ
い
て
、
歴
史
と
伝
統
に
敬
意
を
表
す
る
旨
、
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
友
の
家
」
の
経
営
主
体
は
、
社
会
福
祉
法
人
「
ロ

ザ
リ
オ
聖
母
会
」
で
あ
り
、
施
設
は
、
入
所
系
・
居
住

支
援
系
・
通
所
日
中
活
動
系
・
訪
問
相
談
等
地
域
生
活

支
援
系
（
友
の
家
は
此
処
に
属
す
）
等
や
本
部
が
あ
る
。

　

地
域
で
生
活
す
る
障
害
の
あ
る
人
の
た
め
に
障
害
者

自
立
支
援
法
に
よ
り
「
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅰ
型
」

と
し
て
憩
い
の
場
の
提
供
や
生
活
上
の
悩
み
に
つ
い
て

相
談
で
き
る
場
所
で
あ
る
。

　

相
談
内
容
は
、
生
活
す
る
上
で
困
る
こ
と
や
悩
み
に

つ
い
て
の
相
談
、
社
会
生
活
を
す
る
上
で
仕
事
や
付
き

合
い
の
相
談
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
公
的
制
度
の

利
用
方
法
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
あ
る
。
相
談
方
法
は
、

電
話
ま
た
は
来
所
で
、
困
難
な
場
合
は
施
設
側
か
ら
訪

問
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

そ
の
他
、
東
日
本
大
震
災
時
の
対
応
に
つ
い
て
、
ロ

ザ
リ
オ
聖
母
会
は
、
津
波
の
被
害
は
な
か
っ
た
が
道
路

は
陥
没
し
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
利
用
者
の
安
否
確
認
に

訪
問
し
た
が
信
号
や
街
灯
が
つ
い
て
お
ら
ず
大
変
だ
っ

た
等
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
ハ
ッ
と
し
た
」

の
は
、
情
報
関
係
の
一
例
で
、
Ａ
に
伝
え
た
こ
と
が
当

然
Ｂ
に
伝
わ
っ
て
い
る
と
思
っ
た
ら
伝
わ
っ
て
い
な

か
っ
た
。
例
を
挙
げ
て
の
説
明
に
、
こ
の
事
は
大
問
題

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
気
を
つ
け
ね
ば
と
肝
に

銘
じ
ま
し
た
。
又
、
連
日
緊
急
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い

た
と
の
こ
と
で
し
た
。
詳
細
な
報
告
は
出
来
ま
せ
ん
が
、

命
を
守
る
現
場
の
緊
迫
感
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
、

有
意
義
な
視
察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

視
察
研
修
に
参
加
し
て関　

口　
美
代
子
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ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群

特
徴
的
な
症
状

・
字
義
通
り
に
行
動
す
る
。

具
体
例

机
を
移
動
す
る
の
に
「
手
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
」
と

い
う
言
葉
に
対
し
→
机
を
持
た
ず
に
手
を
さ
し
出
す
。

「
火
を
見
て
い
て
ね
」
→
「
は
い
、わ
か
っ
た
」
と
じ
っ

と
火
を
見
続
け
ボ
ヤ
を
だ
す
。

怒
ら
れ
て
も
、
何
で
怒
ら
れ
た
か
わ
か
ら
な
い
。

「
朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
き
ま
し
た
か
」
→
「
食
べ
て

い
な
い
」
ご
飯
で
は
な
く
パ
ン
を
食
べ
て
き
た
。

・
一
生
懸
命
に
頑
張
る
が
遂
行
で
き
な
い
。
学
力
は
高

く
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
ず
に
思
っ
た
こ
と
は
言
っ

て
し
ま
う
の
で
不
快
感
を
与
え
る
。
本
人
は
ス
ト
レ
ー

ト
に
言
う
だ
け
で
悪
気
は
な
い
。

発
達
障
害
の
障
害
特
性

　
平
成
二
十
六
年
二
月
一
日
（
土
）
千
葉
県
国
保
会
館

で
開
催
さ
れ
た
第
三
回
業
務
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た

の
で
、
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
講
師　
千
葉
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　
與
那
嶺　
泰
雄
氏　

　

先
生
は
、
昭
和
六
十
三

年
か
ら
社
会
福
祉
法
人
菜

の
花
会
し
も
ふ
さ
学
園

（
知
的
障
害
者
入
所
施
設
）

の
職
員
と
し
て
、自
閉
症
、

発
達
障
害
者
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
さ
れ
数
々
の

資
格
を
お
持
ち
で
す
。
平
成
十
七
年
十
月
か
ら
、
千
葉

県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
と
し

て
、
千
葉
県
内
の
発
達
障
害
の
あ
る
ご
本
人
や
ご
家
族

の
相
談
に
の
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

発
達
障
害
と
は

　

通
常
学
級
の
中
に
、
六
・
五
％
く
ら
い
障
害
の
あ
る

子
が
い
る
。
精
神
科
領
域
は
検
査
等
で
客
観
的
指
標
が

少
な
く
、
同
じ
人
が
診
断
す
る
医
師
に
よ
り
、
発
達
障

害
と
診
断
さ
れ
た
り
さ
れ
な
か
っ
た
り
す
る
事
も
あ

る
。 「

発
達
障
害
の
理
解
と
対
応
」

～
発
達
障
害
の
特
性
と
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

　
　
　
　
　
　
　

 
あ
っ
た
適
切
な
支
援
と
は
～

注意欠陥
多動障害

学習障害
通常学級
６、５％の児童

IQ　70

アス
ペル
ガー
症候
群

自閉症

知的障害

自閉症スペクトラム

アスペルガー症候群
場の空気が読めないことがある。声のトーンを気にしな
かったり、誰に対しても同様な口調で話すことがある

話題に偏りがある。興味のあることに対して一方的に長々
と話す

表情や身振りが乏しいことや、相手の表情や身振りから読
みとることが苦手

思ったことをストレートに口にしてしまい相手の気分を害
すること有り→悪気はないけど

決められたことに対しては忠実に守る。→他人にも同様に
求めることがある

見通しがもてると安心する

優れた記憶力

□

□

□

□

□

□

□

発達障害の障害特性

社会性の障害
・他の人への関心が薄い
・場の空気（雰囲気）が読めない
・他の人との関係性がわからない

コミュニケーションの障害
・相手の表情、感情が読めない
・独特の言い回し
・一方的な会話

想像力の障害→興味関心の偏り、こだわり
・応用がきかない、現実的なイメージが持てない

□

□

□
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人
、
黙
っ
て
聞
い
て
い
る
人
等
が
い
る
。
障
害
の
あ
る

本
人
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
た
り
、
会
話
に
入

ら
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
が
、「
う
な
ず
い
て
い
る

人
で
も
Ｏ
Ｋ
だ
よ
」
と
話
し
て
あ
げ
る
と
安
心
す
る
。

ビ
デ
オ
鑑
賞
「
発
達
障
害
を
知
っ
て
い
ま
す
か
」

　

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
や
学
習
障
害
の
あ
る
方
達

が
、
障
害
と
向
き
合
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
様
子
が

映
し
出
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し

た
。

ま
と
め

　

ビ
デ
オ
内
の
結
婚
し
て
い
る
女
性
が
、「
発
達
障
害

を
理
解
し
て
ほ
し
い
。
障
害
を
理
解
し
て
い
れ
ば
受
け

入
れ
て
も
ら
え
る
。
又
、
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
社
会

に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
発
達
障
害
者
が
い
て
当
た
り

前
の
社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
子
ど
も

時
代
の
い
じ
め
や
登
校
拒
否
も
な
く
な
る
と
思
う
。」

と
話
し
て
い
た
。
体
験
し
た
か
ら
こ
そ

言
え
る
心
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
普

通
の
生
活
が
出
来
て
い
る
私
た
ち
も
肝

に
銘
じ
て
反
省
し
、
優
し
い
社
会
づ
く

り
に
努
力
し
て
ゆ
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

研
修
を
終
え
て

　

毎
日
の
日
々
を
、
回
り
の
人
々
や
地

域
の
人
々
と
仲
良
く
生
活
出
来
て
い
る

こ
と
に
、
改
め
て
感
謝
し
た
一
日
で
し

た
。
人
間
も
犬
も
猫
も
鳥
も
、
今
生
き

て
い
る
も
の
全
て
が
仲
良
く
思
い
や
っ

て
い
け
た
ら
、
す
ば
ら
し
い
地
球
に
な

る
だ
ろ
う
等
、
妄
想
し
て
い
ま
す
。

　

ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
テ
ロ
も

無
く
安
全
に
競
技
が
出
来
て
障
害
が
あ
ろ
う
が
無
か
ろ

う
が
、
皆
で
喜
び
楽
し
い
一
日
が
積
み
重
な
っ
て
い
け

る
よ
う
に
祈
り
た
い
も
の
で
す
。（

下
藤　
千
鶴
子
記
）

　

第
三
回
業
務
研
修
会
で
は
、
会
員
同
士
の
情
報
交
換

も
実
施
し
ま
し
た
。
五
～
七
人
づ
つ
三
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
仕
事
、
趣
味
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
討
議
内
容
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

一
時
間
ほ
ど
話
し
合
い
ま
し
た
が
、
時
間
が
足
り
な

い
と
感
じ
る
ほ
ど
楽
し
く
話
が
弾
み
ま
し
た
。

　

活
動
内
容
を
知
り
刺
激
に
な
っ
た
、
親
睦
が
深
ま
っ

た
等
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

発
達
障
害
に
は
、
知
的
障
害
を
伴
う
も
の
と
伴
わ
な

い
も
の
が
あ
る
。
知
的
に
高
く
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
り
に
く
く
、
社
会
生
活
を
送
る
う
え
で
障

害
と
な
る
。
本
田
秀
夫
著
の
「
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
」

に
よ
れ
ば
、
診
断
が
つ
い
た
か
ら
と
言
っ
て
も
仕
事
や

生
活
に
支
障
が
な
け
れ
ば
障
害
者
と
は
言
え
な
い
。

接
し
方

　

本
人
は
、
自
分
に
甘
く
他
人
に
厳
し
い
傾
向
が
あ
る
。

本
人
た
ち
は
、
困
っ
た
人
で
は
な
く
困
っ
て
い
る
人
た

ち
だ
。
脳
の
機
能
障
害
な
の
で
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
続

く
こ
と
で
、
周
り
の
人
は
、
発
達
障
害
を
理
解
す
る
こ

と
が
、
本
人
た
ち
の
生
活
を
支
援
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。
例
え
ば
、
電
車
内
で
、
年
配
女
性
四
人
の
グ
ル
ー

プ
が
い
る
と
、
そ
の
会
話
の
様
子
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
タ

イ
プ
の
人
が
い
る
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
い
る

人
、
相
槌
を
打
っ
て
い
る
人
、
聞
か
れ
れ
ば
う
な
ず
く

接し方について

命令でなく提案する
・こちらの意見を押し付けたり、説得にかからない
・意見を並べて対比させるところまでして、その先
は本人選択、決定
言行一致を心掛ける
・なるべく例外を作らない
　「今回だけだよ…」は、良くない
感情的にならない
情報を視覚提示する
目に見えにくいものを言語でわかりやすく伝える
・「あとでね」→「10分後に来てください」

□

□

□
□
□

必要としている支援もそれぞれ。
発達障害というひとくくりで考えるのではなく
まずは、一人ひとりの特徴を理解する
不安定時の対応について、どうしてもらいたい
か本人に聞いてみることが有効な場合もある

□
□

□

ひとくちに発達障害といっても状態は様々…

グループワーク発表の様子
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平
成
二
十
五
年
度

　
　
　

磯　

野　

幸　

子　
　
　
　
　

岩　

田　

及　

子

　
　
　

山　

内　

敏　

子　
　
　
　
　

浅　

井　

睦　

子

　
　
　

小　

澤　

陽　

子

　

四
年
に
一
度
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
「
ソ
チ
大
会
」
が
始

ま
り
ま
し
た
。あ
ま
り
に
過
酷
な
練
習
の
積
み
重
ね
の
上
で
、

自
分
の
夢
を
か
な
え
プ
レ
ー
す
る
若
者
た
ち
の
姿
に
は
、
勝

っ
て
も
負
け
て
も
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。
最
後
ま
で
自
分
を

信
じ
て
精
一
杯
プ
レ
ー
し
て
欲
し
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

さ
て
在
看
の
第
三
回
研
修
会
は
、
折
角
集
ま
っ
て
頂
く
の

で
会
員
相
互
に
日
頃
の
活
動
の
情
報
交
換
に
時
間
を
と
り
ま

し
た
。
保
健
師
等
看
護
職
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
多
種
多
様

に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
誠
に
そ
の
と
お
り
で
、
退
職
後
も
、

母
子
保
健
、
健
康
づ
く
り
、
介
護
保
険
、
精
神
保
健
、
そ
し

て
そ
の
合
間
を
縫
っ
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
い
そ
し

ん
で
・
・
と
い
う
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
も
の
で
し
た
。
そ
し

て
家
庭
に
お
い
て
は
、
家
族
の
介
護
も
な
さ
っ
て
お
ら
れ
る

方
も
い
て
、
本
当
に
頭
の
下
が
る
ス
ー
パ
ー
レ
デ
ィ
達
ば
か

り
で
し
た
。
私
た
ち
の
資
格
は
、
年
令
を
超
え
て
い
ろ
い
ろ

と
地
域
に
貢
献
で
き
る
も
の
だ
と
実
感
し
、
や
っ
ぱ
り
頑
張

ろ
う
！
と
い
う
決
意
を
新
た
に
し
た
、
と
て
も
貴
重
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。
時
々
は
こ
う
い
う
情
報
交
換
の
時
間
も
あ

っ
て
い
い
で
す
よ
ね
。
新
年
度
も
、
会
員
の
皆
様
が
望
む
よ

う
な
研
修
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
る
よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
よ
り
全
面
的
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
千
葉
県
国
保
連
合
会
及
び
関
係
各
位
の
皆
様
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
大
録　
麗
子
記
）

会　

報　
「
ま　

き
」

事
務
所　

〒
263
�

0016 

千
葉
市
稲
毛
区
天
台
六
丁
目
四
番
三
号

千
葉
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
内

１．総会及び業務研修会
　１）日　程：平成25年５月14日（火）　　会場：国保会館　　出席者32名
　　　内　容：基調講演　　演題「いつまでも動ける身体づくりの理論と実際」
　　　　　　　　　　　　　講師　国際武道大学　大学院研究科長　　中島　一郎 氏
　２）平成25年７月27日（土）　　会場：国保会館　　出席者38名　　
　　　演題「認知症の診断・治療・予防の最新知識」
　　　講師　海上寮療養所　精神科医　上野　秀樹 氏
　　　演題「千葉県における認知症対策と認知症サポーターの地域活動」
　　　講師　千葉県健康福祉部高齢者福祉課　在宅福祉推進室　主査　　川崎　由紀 氏
　３）平成26年２月１月（土）　　会場：国保会館　　出席者32名　
　　　演題「発達障害の理解と対応」
　　　講師　発達障害者支援センター　センター長　　與那嶺　泰雄 氏　　
　　　　　　会員による情報交換
２．業務視察・研修
　　日　程：平成25年10月11日（金）　　出席者14名
　　視察地：社会福祉法人ロザリオの聖母会　地域生活支援センター友の家
　　内　容：「友の家」所長より活動概要について説明を聞き、「友の家」及び関連施設を見学 
３．特定健診・特定保健指導等支援事業
　１）特定健診・特定保健指導支援事業研修
　　　日　程：平成25年６月12日（水）　　会　場：国保会館　　出席者名10名
　　　内容①：「市町村における特定健診・特定保健指導事業実施状況」　冨里市、多古町
　　　内容②：在宅看護職等の会会員による支援事業等に関わる活動状況　大録会員、案納会員
　　　内容③：グループに分かれて情報交換
　２）事業実施
　　　日　　程：平成25年５月17日（金）～平成26年３月17日（月）
　　　派 遣 数：97人（国保連合会保健師含む）
　　　支援内容：①特定健診未受診者への受診勧奨
　　　　　　　　　８市町（市原市　八千代市　栄町　九十九里町　白子町　勝浦市　大多喜町　御宿町）
　　　　　　　　②特定保健指導の利用勧奨及び未利用者の指導
　　　　　　　　　５市町（八街市　富里市　多古町　旭市　東金市）
　　　　　　　　③動機付け支援における初回面接
　　　　　　　　　３市町（習志野市　白井市　睦沢町）
　　　　　　　　④特定健診未受診者への受診勧奨・特定保健指導の利用勧奨及び未利用者の指導　　１市（大網白里市）
　　　　　　　　⑤受診勧奨判定値の者への受診勧奨・特定保健指導の利用勧奨及び未利用者の指導　　２市町（印西市　長南町）
　　　　　　　　⑥健診結果説明会での希望者への保健指導　　１市（木更津市） 
４．健康まつり事業等支援事業
　　日　　程：平成25年７月７日（日）～平成26年２月８日（土）
　　派 遣 数：14人（国保連合会保健師含む）
　　支援市町：木更津市、野田市、習志野市、富里市、神崎町、鋸南町、長生村
　　内　　容：生活習慣病予防ミニ健診の結果説明・保健指導、体組成計結果説明・保健指導
　　　　　　　骨密度測定結果説明・保健指導、健康相談・血圧測定
５．重複・頻回受診者訪問指導支援事業　　支援保険者　九十九里町　　支援回数２回
６．関係機関研修会等への参加
　１）発達障害の理解と地域支援にむけての保健師の役割（主催：千葉県市町村保健活動連絡協議会）
　　　平成25年８月６日（火）　　会場：千葉県国保会館　出席者６名
　２）わたしが動く・相手が変わる 確実な行動変容に繋がるコミュニケーションスキルを学ぼう（主催：千葉県市町村保健活動連絡協議会）
　　　平成25年10月８日（火）　　会場：千葉県国保会館　出席者５名
　３）特定健診・特定保健指導の実施に向けた人材育成研修会（主催：千葉県医療保険者共同事業推進協議会）
　　　平成25年９月30日（月）　　会場：千葉県自治会館　出席者２名
　４）保健事業推進担当者研修会（主催：千葉県国保連合会）
　　　平成25年12月５日（木）　　会場：千葉県国保会館　出席者６名
７．会報「まき」の編集　第15号の発行
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